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１０月に入り、厳しかった残暑も和らぎ、過ごしやすい日が増えてきました。子どもたちは、新校舎での
生活に慣れはじめ、様々な当番や係活動、高学年以上では委員会活動等を通して、日々、仕事に取り組んで
います。 
話し会いを通して皆で仕事を考えたり、決めたりする活動は、子どもたちに積極的に社会へ参加してい

く意識を育みます。また、振り返りや改善を踏まえながら仕事を続けることは、探究心や責任感を育みま
す。子ども一人一人の個性は様々ですが、時にリードしたり、譲り合ったりしながら皆と協力し、すすんで
仕事ができる力を育てていきます。 
ご家庭においても、子どもは家族の一員として年齢に応じて仕事を任され、それを達成することで、健全

な自尊心を育んでいきます。学校でも、家庭でも、その一員として仕事を任せ、小学校の６年間で共に子ど
もたちの心を育てていきましょう。 

 

今年度の全国学力・学習状況調査と杉並区特定

課題調査について結果をお知らせします。 

全国学力・学習状況調査及び杉並区の特定課題

調査は国語・算数の２教科で、いずれも第 6 学年の

児童を対象に実施されました。 

 

  本 校 東京都 全 国 

国
語 

知識・技能 ８３．２ ７１．６ ６８．９ 

思考・判断・表現 ７６．３ ６７．０ ６５．５ 

算
数 

知識・技能 83.3  ７１．５ ６７．２ 

思考・判断・表現 76.3 ６１．２ ５６．５ 

（令和５年４月１８日実施） 

② 杉並区特定課題調査結果平均正答率    （％） 

  本 校 杉並区 

国
語 

教科全体 ７８．１ ７２．９ 

基礎 ８７．７ ８２．７ 

活用 ６２．９ ５７．６ 

知識・技能 ９６．５ ９２．０ 

思考・判断・表現 ７４．４ ６９．１ 

算
数 

教科全体 ６６．８ ６３．１ 

基礎 ８０．５ ７４．８ 

活用 ３７．７ ３８．２ 

知識・技能 ８１．９ ７６．１ 

思考・判断・表現 ４４．２ ４３．６ 

（令和５年５月９日実施） 

① 全国学力・学習状況調査結果平均正答率  （％） 

 

①の全国学力・学習状況調査及び②の杉並区特定

課題調査では、国語・算数ともに、東京都・全国の平均

正答率をそれぞれ上回る結果となりました。どちらの調査

においても、基礎的な学力が着実に身に付いてきている

と言えます。 

 

 

国語では、漢字や言語に関わる「知識・技能」の平均

が非常に高い結果となっています。一方、条件に応じて自

分の考えを記述するタイプの問題での誤答率が高かっ

たため、今後は多様な文種や文型、文章に触れ、文章表

現の機会を意図的に増やしていくことが有効であると考

えられます。身に付けた言葉の知識を、自分の考えを表

現するために活用できるよう指導してまいります。 

②の算数においては、全体的には杉並区の平均と比較

して高い正答率だったものの、「活用」問題での正答率が、

区をやや下回る結果となりました。「割合」での誤答率及び

無回答率が他に比べて高い傾向にあります。これは、例年

同じような傾向が見られるため、今後の指導としても、前学

年である５年生で割合を学習する際、できるだけつまずきを

減らせるよう授業改善に努め、十分に習熟できるようにして

いきます。また、教科書での学習に加え、一人一台タブレット

を活用して、応用や発展の問題にも挑戦する機会を増やし

たり、学んだことを活用する場面を積極的に取り入れたりし

て、児童自ら「学びを生かす」ことができるよう、授業改善す

るとともに今後の指導に生かしてまいります。 

令和５年度 
学力調査の結果について 

学力評価担当 主任教諭 依田 亜希子 

◆どんな仕事・役割でも、誠実に行う子どもに ◆周囲に目を向けて、自ら気付いて動き出す子どもに 

◆一歩先を見据え、考えて行動する子どもに  ◆働いて流す汗の心地よさを実感する子どもに 

 


